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緒 口

家畜生産を放牧草地で行う場合,家畜生産力に直接

影響を及ぼす動物及び植物要因の主要 なものとして

は,それぞれ家畜による採食量と牧草の生育に伴う栄

養価値の変動が挙げられる.

近年,Stobbs(1973,1974)は,境地型イネ科牧草

草地での牛による採食試験で,採食量の有用な指棟と

して,従来用いられてきた採食時間に代わり,採食の

ための噛み数及びひと噛み当たりの採食量を用いるこ

とを提唱し,その主要な理由として採食時間の経過に

伴う噛み速度の低下を挙げている.反窮家畜の中で,

牛については,すでに放牧採食と噛み数との関連につ

いて研究が行われているが,噛み数及びそれに関与す

る要因を指標とした放牧山羊の採食行動については,

追究の余地が残されている.

本研究は,放牧山羊のひと噛み当たりの有機物摂取

量及び可消化有機物摂取量に及ぼすローズグラス生育

段階の影響について追究するとともに,供試革ひと噛

み取り当たりの有機物摂取宜とひと噛み取り当たりの

岨しゃく数との関連についても検討したものである.

本研究は文部省科学研究費補助金 (No.58560269)

による研究の一部である.また,動物管理と実験の実

施について,労をわずらわせた飼料学教室矢野保克技

官に心から謝意を表する.

材料 及 び方法

供試草地は境地型イネ科牧草ローズグラス(ChLorEs

guyaTla)の二番草草地である.供試革の栽培は,15cm

間隔の条播で行い,一番革刈取り後,市販の化成肥料

を用い,N･P205･K20 それぞれ 0.7kg/&を施肥

した.採食試験は,再生 17日目 (栄養生長初期),27

日日 (栄養生長後期),40日目 (節間伸長期),54日

日 (穂ばらみ期),79日目 (出穂期) 及び108日日

(成熟期)の各生育段階の草地で行った.

供試家畜は 日本ザ-ネン種成雌山羊2頭で,Mc･

Manusら(1962)の方法を参考にして食道開口手術を

行った (Pl.1-Fig.1).日常飼育では,Stobbs(1973)

の方法を参考にしてゴム栓で作製したフィステルプラ

グ (Pl.llFig.2)でフィステルを閉じておいた (Pl.

トFig.3).

採食試験に際しては,まず,供試山羊の食道フィス

テルプラグを外した後,スポンジプラグ (Pl.1-Fig.

4)をフィステル開口部より食道下部へ挿入し,摂取

草をポリエチレン袋にすべて回収し得るようにした

(Pl.1-Fig.5).

次に,各供試草地 において山羊による20分間の採

食試験を行い,採食のための噛み数及び供試草の噛み

取り数について,カウンターでそれぞれ記録した.山

羊による供試草の採食部については,乾物垂を測定す

るとともに,残金部も刈取り乾燥後,いずれも1mm

の粉砕試料とした.採食部及び残食部の試料について

は,化学成分として,粗蛋白質含量をケルダール法に

より,中性ディクージェント繊維 (neutraldeter-

gentfibre,NDF)及び酸性ディクージェント繊維

(aciddetergentfibre,ADF)含量を Goeringand
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VanSoest法 (1970)により,アセチルブロマイド

))ダニン (acetylbromidelignin,ABL)含量を

Morrison法 (1972)によりそれぞれ測定するととも

に,JT7Vl'trO有機物消化率を MinsonandMcLeod

汰 (1972)により測定した.なお,有機物含量につい

ては,600oC,3時間の灰化により算出した.

山羊による噛み取り数 (harvestingbites,HB),

ひと噛み取 り当たりの岨しゃく数,(mastication

bitesperharvesting bite,MB/HB),ひと噛み当

たりの有機物摂取量 (organicmatterintake per

bite,OMI/TB),ひと噛み当たりの可消化有機物摂取

量 (digestibleorganicmatterintake perbite,

DOMI/TB)及びひと噛み取り当たりの有機物摂取

量 (organicmatterintakeperharvestingbite,

OMI/HB)は次式によって算出した.

噛み取り数 (harvesting bites,HB)=総噛み数

(totalbites,TB)-岨しゃく数 (masticationbites,

MIl)

ひと噛み取り当たりの阻しゃく数 (mastication

bitesperharvestingbite,MB/HB)-岨しゃく数

(masticationbites,MB)÷噛み取り数 (harvesting

bites,HIl)

ひと噛み当たりの有機物摂取量 (organicmatter

intakeperbite,OMl/TB)-有機物摂取量 (organic

matterintake,OMI)÷総噛み数 (totalbites,TB)

ひと噛み当たりの可消化有機物摂取宜 (digestible

organicmatterintakeperbite,DOMl/TB)-可

消化有機物摂取量 (digestibleorganicmatterin-

take,DOMI)÷総噛み数 (totalbites,TB)

ひと噛み取り当たりの有機物摂取量 (organicmat･

terintakeperharvestingbite,OMI/HB)-有機

物摂取量 (organicmatterintake,OMl)÷噛み取

り数 (harvestingbites,HB)

なお,採食試験時の供試革については,草高,草丈

及び乾物収iを測定した.

結果及 び考察

Ⅰ. 供試革の概況

供試草の革高,草丈,乾物収量及び可消化乾物収量

は Tablelに示すとおりである.

Tablelから,供試革の生育に伴い草高及び草丈

は,それぞれ 34cm 及び 46cm から 110cm 及び

127cm となり,乾物収量も14.9kg/aから87.8kg/

aまで増加した.可消化乾物収量については,17日目

の 10.6kg/aから54日目には 43.7kg/aと増加し

たが,108日目では 37.8kg/aとなり,成熟に伴う栄

養収量の低下が認められた.

ⅠⅠ.放牧山羊の採食行動 に及ぼす供試草生曹

段階の影響

1.供託葦の採全部及び残金部の化学成分と In

vltro有機物消化率

供試草の採食部及び残食部の化学成分は Fig.1に

示すとおりである.

Fig･1から,粗蛋白質含量 は供試草の生育に伴い

79日目まで採食部及び残金部ともに低下したが,い

ずれの生育段階においても採食部の粗蛋白質含量は残

食部のそれと比べ高い値を示した.NDF含量は40日

目までは採食部と残食部との間でほとんど差は認めら

れず,54日日以後残食部より採食部で低い値となるの

が認められた.ADF含量は27日目までは両部位の間

に大きな差は認められず,40日目以後残食部と比べ採

食部で低い値となるのが認められた.また,ABL禽

量は生育に伴い両部位ともに増加したが,いずれの生

育段階においても残金部より採食部で低い値となるの

が認められた.

次に,供試草の採食部及び残食部の F'17Vilro有機物

消化率について得られた結果は Fig.2に示すとおり

である.

Fig.2から,I-nvL'lrO有機物消化率は供試草の生育

TAbleI. Plantheight,plantlength,drymatteryieldanddigestibledrymatter
yieldofRhodesgrass.

Parameter

Plantheight (cm)
Plantlength (cm)
Drymatteryield (kg/a)
Digestibledrymatteryield (kg/a)

Regrowth(day)

27 40 54 79 108
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Fig.1.Chemicalcompositionofhavested
andunharvestedpartsofRhodesgrass.

に伴い採食部及び残食部ともに低下したが,いずれの

生育段階においても残食部と比べ採食部で高い値とな

るのが認められた.また,採食部において,79日日

以後の F'nvF'lrO 有機物消化率 は54日目までの場合

と比べ著しく低下するのが認められた.Alderand

Minson(1963)は,牛を用いた実験で供試オーチャー

ドグラスの採食部が残食部よりも高い消化率を示した

ことから,牛による選択採食を認めている.

本研究の場合,粗蛋白質含量及び l17Vilro有機物消

化率は残食部と比べ採食部で高い値を示したこと,並

びにNDF,ADF及び ABL含量は残食部と比べ採

食部で低い値を示したことから,山羊による供試ロー

ズグラスの選択採食が認められた.

2.ひと噛み当たL)の有機物摂取量(orgAnlcmatter

intAkeperbite,OMI/TB)及びひと噛み当

たりの可消化有模物摂取量 (dlgestlbleorg&nlc

matterintakeperbite,DOMI/TJl)

供試山羊の OMI/TB及び DOMI/TBは Fig.3

に示すとおりである.

Fig.3から,OMt/TBは17日目の 0.015gから

54日目の0.025gまで増加したが,以後低下し,108

日目では0.018gとなった.また,DOMl/TBも17

日目の 0.011gから54日目の 0.017gまで増加し

たが,以後低下し,108日目では0.009gとなった.
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FJg.2.InvL'troorganicmatterdigestibility
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刑g.3.Organicmatterintakeperbite
(OMI/TB)anddigestibleorganicmatter
intakeperbite(DOMI/TB)bygoats
grazingRhodesgrass.

以上の結果から,本研究では,OMI/TB 及び

DOMl/TBはローズグラス草地において54日目の穂

ばらみ期で最も高い値を示すことが認められた.

また,Fig.3からOMI/TBは成熟の進んだ79日

目以後の値が27日目までの若い時期のそれと比べ高

い値を示したのに対し,DOMl/TBについては,79

日日以後の値は27日目までの場合より低下するのが

認められた.このことを生じた要因としては,Fig.2

に示したように79日目以後の採食部の iT7VttrO有機

物消化率の著しい低下が挙げられる.

3. ひと噛み取L)当たりの有機物摂取量 (orgATtic

matterintakeperhryestingbite,OMTPIB)

及びひと噛み取り当たりの岨しゃく数 (m&sticA･

tioTLbitesperhryesthgbite,MB/HB)

供試山羊の OMl/HB及び MB/HBは Fig.4に

示すとおりである.

Fig･4から,OMl/HBは17日目の 0.164gから

54日目の 0.441gまで増加したが,以後若干低下し,

108日目では0.367gとなった.生育の後期において

OMI/HB が低下したにもかかわらず,MB/HBに
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Flg.4.Organicmatterintakeperhavest-
ingbite(OMI/HB)andmasticationbites
perharvestingbite(MB/HB)bysoats
grazingRhodcsgrass.

変化が認められなかった要因の主要なものとしては,

Fig.1に示したように供試革の生育に伴う採食部

ABL含量の増加による茎葉の硬化が考えられる.

要 約

放牧山羊の採食行動に及ぼすローズグラス生育段階

(再生17,27,40,54,79及び108日日)の影響につ

いて,食道フィステル装着山羊2頭を用い,採食部と

残食部の化学成分及び 1'〝VL'lrO有機物消化率,ひと

噛み当たりの有機物摂取量 (organicmatterintake

perbite,OMI/TB)及びひと噛み当たりの可消化有

機物摂取量 (digestibleorganicmatterintakeper

bite,DOMI/TB)を指標として追究するとともに,

ひと噛み取り当たりの有機物摂取量 (organicmatter

intakeperharvestingbite,OMl/HB)及びひと噛

み取り当たりの岨しゃく数 (masticationbitesper

harvestingbite,MB/HB)との関連についても検討

を加えた･.得られた結果は次のとおりである･

1. 供試 ローズグラス採食部の粗蛋白質含宜及び

IllVllro有機物消化率は残食部のそれらと比べ高い値

を示したが,採食部の細胞壁構成成分含量は残食部の

それと比べ低い値を示した.

2. OMl/TIi及び DOMI/TBはいずれも再生54

日日 (穂ばらみ期)まで増加し,最大値 (それぞれ

0.025g及び 0.017g)を示したが,以後低下した.

3. OMI/HBは再生54日目まで顕著に増加し,以

後若干低下した.しかし,MB/HBは生育の後期にお

いて変化が認められなかった.このことについては供

試草の採食部リグニン含量の増加が茎葉の硬化に影響

を及ぼしたものと考えられる.

以上の結果から,放牧山羊は供試革を選択採食する

とともに,ローズグラスの生育段階によって放牧山羊

の採食行動は影響を受けることが認められた.

文 献

Alder,E.F.andD.∫.Minson1963 Theherb･
ageintakeofcattlegrazlngluceme and
cocksfootpastures.J.Agric.ScL'.,60:359-
369

Goering,H.K.andP.J.VanSoest1970 For･
age fiber analyses.AgrL'culf〟re Handbook
(USDA),no.379:1-20
McManus,W.良.,G.W.ArnoldandF.∫.
Hamilton 1962 1mproved techniquesin
oesophageal負stulationofsheep.A〟sl.Vet.
J.,38:275-281

Minson,D.∫.andM.N.McLeod 1972 The
Lnvllroteclmique:itsmodificationforestL
mating digestibility orlargenumberor
tropICalpasturesamples.CSIRODiy.Trop･
L'CalPasturesTechn.Paper,no.8:1-15
Morrison,I.M.1972 A semi一micromethod
rorthedeterminationorlignlnanditsuse
in predl'cting thedigestibilityof forage
crops.J.Sell.FoodAgrLc.,23:455-463
Stobbs,T.H.1973 Theeffectofplantstruc-
tureontheintakeoftroplCalpastures.Ⅰ.
VariationinthebitesizeofgrazlngCattle.
Ausf.J.AgrEc.Res"24:8091819
Stobbs,T.H.1974 RateorbitingbyJersey
cowsasinfluencedbytheyieldandmatu-
rityofpastureswards.Trap.Grassl.,8:81-
86

Summary

ToinyestigatetheeffectofgrowingstagesofRhodesgrass(17,27,40,54,79
and108daysofregrowth)Oningestivebehaviourofgrazinggoats,anexperiment

mcasurlng Chemicalcomposition andLIDvitroorganicmatterdigestibilityofhar･
Vestedandunharvestedpartsoftheherbagewasconductedusl'ngtwooesophageal

点stulatedfemalegoats.Organicmatterintakeperbite(OMI/TB)anddigestible

organicmatterintakeperbite (DOMI/TB)bythegoatswasalsoestimated.In
additiontherelationbetweenorganicmatterintakeperharvestingbite(OMI/HB)

and mastication bitesperharvestingbite (MB/HB)wasdiscussed.Theresults
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obtainedwereasfollows:

1. Grazinggoatstendedtoharvestthepartorhighercrudeproteincontent
andlowercellwallconstituentsorRhodesgrass,andalsotendedtoharvestthe

partofhigherorganicmatterdigestibilityoftheherbage1
2. Until54daysofregrowth(bootingstage)OMI/TBandDOMI/TBincreased
andshowedmaximum valueor0.025gand 0.017grespectively,and decreased
afterwards.

3. ConcerningOMI/HB,itmarkedlyincreaseduntil54daysorregrowth and

graduallydecreasedafterwards.ThoughMB/HBtendedtoincreaseuntil79days
ofregrowth(headingstage),itshowedlittlechangebetween79andlO8daysof

regrowth.Theauthorssuggestedthattheseresultsweremainlycausedbythe

progressoflignificationinRhodesgrass･
From theresultsofthisexperiment,grazlnggoatstendedtoshow selective

grazlngOnRhodesgrasspastureand theiringestivebehaviourwasaffectedby

growlngStagesOrtheherbage･
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ExplanationofPlate1

Goatfittedwithoesophagealfistulaandapparatus
tomeasureherbageintake

Fig.1.0esophagealfistulation.
Fig.2.Fistulaplugsmadeofrubber.
Fig.3.Fistulaplugattachedtooesophageal丘StulaatordinaryrearlngCOndition.
Fig.4.Spongerubberplugtorecoverallingestedherbagehtocollectionbag.ThepluglS
insertedintotheoesophagusjustbelowthefistula.
Fig.5.Collectionbagmadeofpolyethyleneattachedtogoat.


